




















　2 年次基礎演習は全15回、本稿で扱うレポート課題については 8 回程度をあて、標準的には以下のよう
に進めている。ただし、クラス規模はセメスターによって 8 名～ 19名の幅があり、特にデータベースの
同時アクセス数には制限があるため人数に応じて回数を調整する必要があり、10回程度になることもある。
























































































においても問題点を発見できず困ったというコメントは多い。授業内では、2 ～ 3 人で話し合いをさせる
のだが、それでもかなり難しい。そこで、これまでどのような点に着目してレポートが作成されたかの例
を伝えている。学生がどのような点に着目するのか、以下に代表的なものを拾ってみる。（ただし、一文
で分かるようにまとめ、表現は若干変えてある。（　）は当該成語）。
・新聞社によって頻度が大きく開いていることを確認できる（天衣無縫）
・政治やスポーツの記事で多く使われている（乾坤一擲）
・2000年以前に比べ、現在は戦隊ものや学園系のドラマなどの記事に多く使われている（勧善懲悪）
・単なる偶然なのか、寅年である2010年のものが最も多かった（虎穴に入らずんば虎子を得ず）
このように、新聞社・掲載面や時間軸による用例の分類とその比較によって差異に気づくことが多い。
・ 新聞の用例は「先手必勝」が10倍以上あり、短く見ただけで意味が分かる「先手必勝」の方が馴染み深
（資料２）レポート評価用紙
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い言葉だと感じた（先んずれば即ち人を制す）
のように、同義語を比較するものも散見する。
　同様に比較によるものであるが、用例と出典とを対照して本来のそれとのずれに気づくことも少なくな
い。
・「まず自分からこれをやるべきだ」というような意味として使われている（先ず隗より始めよ）
・ 字面のせいか「文書などがズタズタに改竄されたり、骨抜きにされたりする」という風に誤用されるこ
とが多い（換骨奪胎）
・ 文字だけ見れば挟み撃ちにも思えるのではないだろうか。文字から推量したイメージが独り歩きしてい
る感も否めない（前門の虎、後門の狼）
・ 本来の意味「今までだれもしたことのないことをすること」ではなく、「豪快で大胆な様子」として使
用されているものがほとんどだった（破天荒）
なお、原義との違いをうまく表現できない学生も多いなか、この「破天荒」のレポートは、平成20年度
「国語に対する世論調査」での正答が16.9％に留まったことや、メディアの責任にも及んで、出色だった。
　また、対照の視点を表記に置いたものでは、
・ 日本人にでも杜甫の詩の内容を理解しやすくするために戦場で馬に乗っていない「人」を実際に馬に
乗っている「将」に変えたのだと考えられる。（人を射んとすればまず馬を射よ）
・ （新聞に「憐」「哀」の二種類の漢字表記があることから、それぞれを調べ）「憐れむ」の方が適する表
記であると思うので原典もこの字を使っている理由がよく分かった。（同病相憐れむ）
などがある。さらに「桐一葉落ちて天下の秋を知る」や「心頭滅却すれば火もまた涼し」のように、日本
語のリズムに合わせて変更が加えられている場合や、多数のパロディーがあることに気づく場合もあるが、
その理由の考察は難しいようである。
　4）字数制限内での構成。出典や用例を調べて材料は豊富にあるから、コピー＆ペーストすれば字数は
簡単に増やすことができる。当初字数を制限しなかったところ、長文の記事もそのまま引用する、長いだ
けのレポートを提出する者が出た。そこで、2000 ～ 3000字程度の字数制限を課すことにした。まず十分
に考察し、自分で見つけた論点を際立たせる構成を考え、用例を適確に選択して要約したり引用したりす
るよう繰り返し指導するのだが、なかなかうまくいかないのが現状である。最も多い失敗は、引用の意図
を自分の言葉で述べることができず、用例を並列するだけに終わるというものである。そもそも説明しな
ければならないということが納得できない学生もいる。提出原稿に朱を入れる際、引用の前後に文を補っ
て返却することも珍しくない。アンケートでも、ほとんどの学生が苦手意識を持っていることが分かる。
　5）相互評価。相互評価の方法として、当初学生による投票を提案したが、抵抗が大きく実施に到らな
かった。順位付けられることを嫌ったのである。そこで教員が評価表（資料 2）を用意したところ、それ
への記入には抵抗がなく、コメント欄の記述は真摯である。自分なりの評価の基準は持てないが、示され
ればそれに応じて読むことはできるということなのだろうと考えている。ただし、コメントを読んでいる
と、学生にとって「評価する」とは良い点を見つけることと同義らしく、極端な場合すべて満点を付ける
学生もまれにいるので個別に指導している。執筆者の努力を認めたうえで、今後に資するように意見を述
べるのは難しいことのようである。なお、学生たちの評価は教員の評価と必ずしも一致せず、文章の読み
やすさのポイントが高い。あるいは受けを狙ったレポートが高評価を得ることもある。そのため教員の評
価は学生のそれとは別に、講評という形をとることにしている。
４．おわりに
　学生はこの課題をどう見ているのだろうか。アンケートは、
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故事成語を題材としたレポート作成
①学習過程を明確に意識する
②資料収集の技術を習得し、情報の信頼性の確かめ方が分かる
③比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方の理解を深める
④複数の資料から適切な情報を得るとともに問題点を発見し、考えを深める
⑤論理的に文章を構成し、相手に伝わる表現を工夫する
⑥文章を読んで根拠の明確さや論理の展開、表現の仕方等について評価する
の 6 項目のそれぞれについて、自らの到達度を問い、自由記述で回答させており、概して丁寧に自己評価
している。その結果であるが、①②⑥については、ほとんどの学生は「できた」「かなりできた」と答え
ており、なかんずく情報の信頼性に注意することができるようになったという回答が多い。③では、比
較は「できた」とするものが多いが、分類、さらに関連付けは苦手だという回答が増える。④について
は「できた」とするものは少なく、友人たちの助言でどうにかなったとか、失敗だったとする者がかなり
いる。⑤の論理的文章の記述については、そもそも苦手意識を持っている学生がたいへん多く、大部分の
学生が自力ではできなかったと回答している。もちろん筆者も一度でできるようになるとは考えていない
ので、学生には読み手に伝えたいことを意識すること、繰り返し推敲することや経験を重ねることの重要
性と、論説文の読書量を増やすことを心がけるよう伝えている。また⑤の表現の工夫については、⑥と関
連して、他の学生のレポートを読んで、同一課題であるにも関わらずそれぞれかなり異なった仕上がりに
なっていることに驚き、真似てみたい記載方法があったという者は多い。そもそも他の学生のレポートを
読んだことがないとか、こんなにきちんとレポートを書いたことがないとかいう声も少なくなく、注の付
け方や出典の示し方・引用の仕方が分かった、あるいはデータベースを使えるようになったなど、アカデ
ミックスキルが身についたことを素直によろこんでいるようである。
　大学でのレポート執筆を除けば、学生たちが日常生活で「書く」場面はSNSによる発信に尽きる昨今で
ある。絵文字やスタンプなどを使えば、一文を書く必要さえなく通信は行なえる。そこで新聞記事を読み、
社会人として身につけたい語彙力を強化することも兼ねて継続してきた故事成語レポートであるが、後日、
他のレポートを書く際にこの経験が役立っていると報告してくれる学生もいるのは、大変うれしいことで
ある。今後は、自らの考えの形成の深化のために、小グループによる共有と討議をどの時点にどのように
組み込むのが効果的か、あるいは効果的な指導方法がほかにないか、工夫と考察を続けたい。
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